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本
書
編
を
分
つ
こ
一
こ
三
。
第
一
編
序
説
に
於
い
て
は
、
先
づ
満

洲
地
誌
從
來
の
研
究
経
過
を
見
ん
ミ
し
て
満
洲
地
誌
圭
要
滲
考
文

献
を
驚
け
て
み
る
が
著
者
の
用
意
ミ
深
き
親
切
さ
に
感
謝
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
教
に
満
蒙
文
化
獲
展
の
史
的
考
察
を
試
み
、
第
二
編

上
説
に
嘗
て
は
主
ミ
し
て
満
洲
全
般
に
亙
り
て
自
然
唱
こ
人
文
ε
の

概
要
を
相
關
的
見
地
よ
り
検
尊
し
、
第
三
編
に
於
て
は
自
然
文
化

の
爾
景
観
に
基
き
全
地
域
を
更
に
十
の
地
理
匝
に
分
ち
、
冬
廣
の

地
理
的
特
質
ミ
主
要
都
市
及
其
背
域
に
就
い
て
遽
べ
、
最
後
に
か

、
る
分
栃
的
研
究
を
綜
合
し
満
洲
の
地
理
的
特
質
を
把
握
し
以
て

結
語
マ
」
し
て
み
る
。

　
本
書
を
逼
讃
す
る
に
著
者
が
多
年
経
濟
地
理
を
專
攻
さ
れ
た
撃

け
産
業
に
治
す
る
叙
述
が
特
に
詳
細
に
し
て
本
書
の
重
心
は
裳
に

あ
る
も
の
ざ
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
か
く
し
て
こ
そ
甑
述
の
如
き

本
書
公
刊
の
意
義
は
完
う
さ
れ
た
も
の
「
こ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
さ

れ
，
ご
眞
の
地
理
學
猫
自
の
領
野
は
地
誌
を
帯
い
て
他
に
見
陣
す
こ

ざ
能
は
ぬ
ミ
確
信
す
る
著
者
が
、
多
年
研
究
さ
れ
し
満
洲
ミ
云
ふ

一
の
纒
つ
た
ブ
イ
ー
ル
ド
を
探
っ
て
地
誌
の
取
扱
を
示
さ
ん
一
こ
試

み
ら
れ
し
こ
ミ
も
ま
た
本
書
編
述
の
一
大
動
機
で
あ
っ
た
。
・
産
業
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の
種
芋
に
基
く
憂
化
が
満
洲
の
自
然
地
域
の
義
塾
意
義
を
少
な
か
・

ら
す
攣
更
し
た
こ
ε
を
筆
者
も
ま
た
認
む
る
に
吝
で
は
な
い
が
、

あ
ら
ゆ
る
活
動
の
根
底
に
横
は
る
自
然
景
槻
下
煮
地
理
面
的
基
底

に
立
脚
す
る
満
洲
文
化
段
階
の
獲
展
、
更
に
は
其
の
政
治
地
理
的

意
義
の
今
少
し
く
．
詳
細
な
る
離
間
を
望
む
こ
ミ
は
筆
者
一
人
の
無

理
な
注
文
で
あ
ら
う
か
。
　
（
菊
版
本
文
三
九
九
頁
、
圖
櫛
型
〇
、

爲
颪
二
四
、
償
参
圓
八
拾
銭
、
東
京
古
今
書
院
嚢
党
）
〔
村
松
〕

　
　
　
醗
筑
前
須
玖
史
前
遣
跡
の
研
究

　
　
　
　
（
京
都
帝
臨
大
累
文
藥
部
考
古
學
研
究
報
告
第
十
一
冊
）

　
本
邦
金
石
併
用
期
の
曙
光
を
放
ち
し
北
九
州
に
於
け
る
青
銅
遣

物
の
研
究
は
、
そ
れ
を
蓮
跡
ざ
の
關
係
に
於
い
て
關
明
せ
ん
ミ
す

る
詩
界
の
趨
勢
を
生
む
に
到
り
ぬ
。
こ
の
趨
勢
の
あ
ら
は
れ
S
し

て
、
・
咋
昭
和
四
年
秋
京
大
考
古
學
教
室
の
島
田
貞
彦
氏
等
が
、
そ

の
代
表
的
遣
跡
な
る
筑
紫
瓢
春
日
村
須
玖
岡
本
の
甕
棺
窯
跡
の
徹

底
的
獲
掘
を
試
み
ら
れ
、
十
個
に
餓
る
甕
棺
ミ
、
亀
嵩
中
に
副
葬
さ

れ
て
あ
り
し
一
本
の
銅
劒
ε
を
得
ら
れ
た
り
。
今
、
氏
自
ら
の
筆
に

な
る
そ
の
結
果
の
記
録
ε
し
て
の
本
冊
の
刊
行
を
見
た
る
は
、
か
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Σ
る
甕
棺
内
嚢
見
の
青
銅
遺
物
に
就
き
て
の
學
術
的
記
録
の
噛
矢

を
な
す
も
の
に
し
て
學
界
の
最
も
慶
び
ミ
す
る
所
な
る
べ
し
。

水
冊
は
島
田
氏
の
「
銑
前
須
玖
先
史
時
代
池
跡
の
研
究
」
を
圭
ε

し
別
に
同
学
部
梅
原
講
師
の
「
須
玖
岡
本
機
見
の
古
鏡
に
就
い
て
」

な
る
鑑
鏡
に
關
す
る
研
究
論
議
触
篇
の
附
載
あ
り
、
更
に
巻
末
附

録
噌
こ
し
て
青
柳
種
信
慧
著
「
筑
前
國
庶
母
郡
三
雲
村
古
器
團
詮
」
の

複
刻
を
載
せ
驚
喜
の
便
に
資
せ
ん
ミ
す
る
編
者
の
好
意
を
見
る
。

　
そ
の
最
も
特
色
あ
る
汰
の
ε
し
て
推
す
べ
き
は
本
冊
挿
入
圖
版

の
鮮
明
さ
ミ
、
計
測
圖
の
正
碗
さ
S
な
る
べ
し
。
考
古
學
の
公
的

報
告
書
に
於
け
る
岡
版
は
今
や
附
録
的
役
目
よ
り
は
高
く
償
値
づ

け
ら
れ
ん
く
」
す
る
に
到
る
。
帥
ち
本
冊
に
於
け
る
適
適
實
測
囲
、

甕
棺
ε
逡
跡
ミ
の
蘭
係
を
示
せ
る
計
測
厩
、
更
に
破
算
に
加
ふ
る

に
散
倹
を
以
て
せ
る
本
遺
跡
出
上
鑑
鏡
に
就
き
て
の
梅
原
講
師
の

建
設
創
造
的
複
原
聚
成
の
跡
は
考
古
學
的
訓
練
に
多
大
の
教
訓
を

與
ふ
る
も
の
ミ
し
て
、
そ
の
論
説
ε
共
に
永
久
蔵
並
値
を
學
界
に

保
持
す
べ
き
も
の
な
る
べ
し
。
か
く
の
如
く
報
告
書
ε
し
て
の
艦

裁
の
整
然
た
る
、
二
丁
の
洞
教
室
報
告
書
に
勝
る
も
の
あ
る
の
み

な
ら
す
亦
島
田
氏
の
論
論
中
に
取
扱
は
れ
た
る
棄
棺
埋
葬
の
持
つ

特
異
性
の
究
明
、
甕
棺
砲
身
の
持
つ
意
味
の
解
繹
、
伴
出
縫
物
ξ
の

　
　
　
　
紐
　
　
　
　
介

閣
係
の
購
明
、
殊
に
從
來
隠
々
に
議
論
さ
れ
認
る
同
種
類
遣
跡
慧

物
に
出
し
て
の
記
載
の
聚
成
等
は
學
界
を
盆
す
る
大
な
り
ε
云
ふ

べ
く
、
馬
方
梅
原
講
師
が
本
潰
跡
萬
土
鏡
中
に
所
謂
秦
鏡
ε
樂
浪

出
土
鏡
電
の
中
間
型
式
の
存
在
す
る
を
示
し
、
更
に
寧
ろ
秦
式
に

近
き
鮎
を
強
調
さ
れ
理
る
事
ミ
共
に
此
の
組
帯
此
の
種
類
の
研
究

に
些
か
た
り
こ
も
七
里
を
持
つ
者
は
是
非
一
新
す
べ
き
金
丈
字
な

り
。
た
“
、
か
く
の
如
き
そ
の
年
代
観
に
於
て
欲
気
固
定
性
を
認

む
べ
き
彌
生
式
系
続
の
甕
棺
及
び
創
出
土
器
が
，
全
彌
…
生
式
系
列

中
の
如
何
な
る
、
こ
こ
ろ
に
位
置
す
べ
き
か
に
つ
き
て
の
形
式
論
的

野
謹
を
聞
く
を
得
ざ
り
し
は
一
抹
の
物
足
り
な
さ
を
味
は
し
む
る

も
の
な
り
。
要
す
る
に
、
學
徒
が
此
の
忠
實
に
記
載
さ
れ
た
る

報
告
を
資
料
ぐ
」
し
て
自
ら
の
問
題
の
中
に
取
り
入
れ
自
ら
の
畢
問

を
豊
か
に
し
ゅ
く
時
本
書
も
そ
の
使
命
を
充
分
に
達
成
せ
り
く
」
云

ひ
得
る
も
の
な
れ
ば
、
そ
の
中
に
含
ま
る
、
馬
齢
か
の
方
面
に
於

て
、
從
來
の
こ
の
叢
書
の
如
く
、
本
冊
も
亦
學
界
に
輝
や
か
し
き

指
導
的
地
位
を
保
持
し
ゆ
く
べ
き
を
信
じ
つ
Σ
拙
き
紹
介
の
筆
を

鋤
く
。
（
四
六
倍
判
、
本
文
一
一
五
頁
、
コ
ロ
タ
イ
プ
一
一
一
一
、
挿
圏
一
二

九
、
附
録
一
二
六
百
ハ
、
弾
央
｛
久
一
一
八
百
ハ
、
定
．
償
八
、
○
○
、
束
幽
魂
刀
江
蛍
ロ

藁
箒
行
）
〔
有
光
〕

第
十
－
五
巷
　

麓謝

l
號
用
　
　
山
ハ
七
九
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